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拡がる可能性、脱気工法。

|メカニズムImechanism
複合塗膜防水工法 フローンHNT工法は、塗膜防水の「ふくれJの問題を防水性能を強化しつつ解決しました。� ri)¥

くれ」の原因となる下地かう放出される水蒸気をフローン工クストラシートSが吸収し、脱気筒か5防水層の外へ逃

がします。雨水は、強力な防水塗材がシャットアウトし完全防水を実現します。� 
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※トップコートは、スーパートップ遮熱にかえて弾性トップ14でも使用可能です。(詳しくは、パンフレットをご参照下さい。)

主剤パウダ� ~9:7(重量比)の割合で計量‘混合、
電動捜伴機(低速三枚羽)でダマがなくなるまで、� 
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トップ14シンナー� 

:日下地の吸込みが激しい場合、フローンエクストラシート� Sの貼り付けが不充分になるととがあります。その

場合、フローンフライマ-Hを塗布後、フローン工クストラポンド� Sを施工して下さい。

※事前に下地調整を必す行って下さい。コンクリート・モルタルの工フロレッセンス(自肇)、レイタンス、砂、

ゴミ、ホコリは完全に除去して下さい。� 18塗膜がある場合は、当社にご相談下さい。

米下地の阪込みが激しい場合、フローンエコプラ逮乾等を塗布後、フローン無機防水αを施工して下さい。� 

2 1 フローンエクストラシートS
フロ ン工クストラポンドSの上塗り可能時間放置
後、下地に接着させ、充分に転圧する。

ジョイン卜部はジョイントテープにて処理、端末部は
ガラスクロスにて術強する。� 

25-50，γ;1こ1ヶの割合で取付け、取り合い部i正フ
ローンシーリングにて補強クロスを貼り付ける。� 

A液日液~l:1(重量比)の割合で計量、混合、電動
鍋持機にて充分に機持後、コテにて塗布。� 

A液日液 ~1:1 (重毘比)の割合で計量‘混合、電動
灘伴機にて充分に鍋伴後、コテにて塗布。� 

A渡 :8液~ 1 :2(重量比)の割合で計量、トップ14
シンナーにて10-20%希釈、混合、規伴後、中毛
ローラー‘� 1¥ケにて塗布。

5分程度充分に蝿持‘水道水で40-60%希釈し、
中毛ローラーにて塗布。

主剤パウダー ~9 : 7(重量比)の割合で計量、混合、
電動鍋持機� (1圧迫三枚羽)でダマが尽く芯るまで、� 
5分程度充分に鴎伴、水道水で0-3%希釈し、中
毛ローラ にて塗布a

トップ14シンナ にて 10-20%希釈後、中毛ロ
ーラーにて塗布。

フローンエクストラボンド5の上塗り可能時間放置
後、下地に接脅させ、充分に転圧する。

ジョイント部はジョイントテープにて処理.端凍部は
ガラスフロスにて繍強する。� 

25-50rrilこ1ヶの割合で取付け。取り合い部はフ
ローンシーリングにて補強クロスを陥り付ける。� 

A液ー 8~~1 : 2(重量比)の割合で計量、混合、電動
鍋伴機にて充分に捜伴後、コテにて塗布。� 

A液 B液~1:2(重量比)の割合で計量、混合、電動
措置持機にて充分に嫌伴後、コテにて塗布. 

A液日液 ~1 :2(重量比)の割合で計量、トップ14
シンナーにて10-20%希釈、混合、}蝿持後、中毛
ローラー、)¥ケにて塗布。 
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